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図書館を
ご利用　ください

水巻町民会館の2階に「図書館」が

あることをご存知ですか－？

みなさんの利用が少ないので、多く

の本が書棚で寂しい思いをしています

チビッ子のみんな、夏休み期間中、

一度、図書館をのぞいてみませんか、

読みたい本が見つかるかも知れません

よ。

ビーチボールバレーで健康づくり
真夏の太陽が照りつけ暑い一日となった7月29日、家庭婦人の健康

づくりビーチボールバレー大会が町民体育館で行われました。

試合には13チーム・70人が参加。会場は夏休み中とあって子供たち

の応援も多く、「お母さんファイト！、ガンバレ．′」と、盛んな声援

が飛びます。お母さんたちの迫力で会場は熱気ムンムン－ふんわか

ボールに一生懸命にトライし、いい汗を流した一日でした。

試合の結果は次のとおりです。
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衝
撃
に
は
耐
え
ら
れ
ま
せ
ん

壷
．
海
へ
、
山
へ
ー
レ
ジ
ャ
ー
の
季
節
。
で
も
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ギ
ラ
ギ

ラ
と
照
り
つ
け
る
大
腸
、
思
う
存
分
遊
ん
で
帰
り
は
、
う
と
う
と
…
：
。
夏
の
暑
さ
や
行
楽

に
よ
る
疲
労
か
ら
、
こ
の
時
期
は
交
通
事
故
が
起
こ
り
や
す
い
と
き
で
す
。

八
月
二
十
日
ま
で
は
『
夏
の
交
通
安
全
運
動
』
1
運
動
の
重
点
事
項
は
、
①
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
・
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
　
命
青
少
年
の
粗
暴
運
転
と
暴
走
族
の
追
放

④
高
齢
者
と
子
供
の
交
通
事
故
防
止
で
す
。

正
し
い
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守
り
、
楽
し
い
夏
の
思
い
出
を
作
っ
て
下
さ
い
。
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．
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
ん
て
、
格
好
轟
く
て

や
っ
て
ら
れ
な
い
よ
。
高
速
道
路
な
ら
と
も

か
く
一
般
道
路
だ
っ
た
ら
、
も
し
も
の
と
き

は
腕
を
つ
っ
ぼ
れ
ば
大
丈
夫
．
1
な
ど
と

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
軽
視
し
て
い
る
人
は
い
ま

せ
ん
か
。

昨
年
九
月
、
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正
で

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
て

か
ら
は
、
高
速
道
路
で
の
着
用
率
は
九
五
％

を
琴
芝
ま
し
た
が
、
一
般
道
路
で
は
、
ま
だ

五
〇
％
を
ち
ょ
っ
と
上
回
る
程
度
で
す
。

串
の
事
故
は
、
低
速
だ
か
ら
安
全
、
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
し
て
い
な

か
っ
た
た
塑
た
っ
た
二
十
キ
ロ
の
ス
ピ
ー

ド
で
死
亡
し
た
事
故
の
例
も
あ
り
ま
す
。

（

八
月
二
十
日
ま
で
は
夏
の
交
通
安
全
運
動

と
、
九
月
二
十
日
ま
で
は
．
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
推
進
運
動
．
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
も
う
一
度
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

の
効
用
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

車
内
で
体
を
ぶ
つ
け
て

命

を

落

と

す

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
皐
に
乗
っ
て
い
る
人

を
シ
ー
ト
に
ひ
き
止
め
て
く
れ
ま
す
が
、
革

の
中
に
は
ど
ん
な
危
険
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

草
に
乗
っ
て
い
て
事
故
に
遭
い
、
死
亡
し

た
人
の
損
傷
部
位
を
み
る
と
、
五
七
％
が
頚

で
す
。
ま
た
、
胸
を
ハ
ン
ド
ル
な
ど
に
ぶ
つ

け
て
死
亡
し
た
人
は
一
八
％
で
、
頚
部
と
あ

わ
せ
る
と
七
五
％
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
、
ハ
ン
ド
ル
、
ダ
ッ
シ

ュ
・
ボ
ー
ド
な
ど
、
革
の
中
に
は
危
険
物
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
革
の
衝
突
事
故
で
怖
い
の

は
、
皐
が
つ
ぶ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
皐
の

串
で
人
間
が
シ
ー
ト
か
ら
放
り
出
さ
れ
あ
ち

こ
ち
に
ぶ
つ
か
っ
て
し
蔓
つ
こ
と
で
す
。

万
一
、
事
故
を
起
こ
し
て
も
、
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
締
め
て
い
れ
ば
、
車
の
中
に
あ
る
タ

危
険
物
■
に
体
を
ぶ
つ
け
て
命
を
落
と
す
こ

と
は
防
げ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
に
は
次
の
よ
う
な
効
用
が
あ

り
ま
す
。

▽
車
外
に
放
り
出
さ
れ
る
の
を
防
ぐ

▽
衝
突
時
に
意
識
不
明
に
な
る
こ
と
が
少
な

く
、
皐
が
水
没
し
た
の
∴
火
が
出
た
時
に

早
く
車
外
に
脱
出
で
き
る

▽
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
曲
が
る
と
き
、
体
が
し

っ
か
り
ホ
ー
ル
ド
さ
れ
る
の
で
安
全
な
運

転
が
で
き
る（

◇
　
　
　
◇

あ
な
た
の
命
を
守
っ
て
く
れ
る
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
。
革
に
乗
っ
た
ら
エ
ン
ジ
ン
を
か
け
る

前
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
る

ー
こ
れ
を
ぜ
ひ
実
践
し
て
く
だ
さ
い
。

頭
を
守
る
〝
命
綱
″

ヘ
　
ル
　
メ
　
ッ
　
ト

七
月
五
日
か
ら
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
（
排
気
量

5
0
∝
以
下
）
に
乗
る
と
き
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

着
用
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
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や

め

よ

う

〝

ポ

イ

捨

て

〟

全
国
で
用
億
缶
（
年
間
）
が
ポ
イ
捨
て

海
へ
、
山
へ
ー
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
も
終
り

に
近
づ
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
い
ざ
目
的

地
に
着
い
て
み
る
と
、
そ
こ
ら
中
に
と
こ
ろ

か
ま
わ
ず
「
空
き
缶
」
や
「
空
き
ビ
ン
」
が

投
げ
捨
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
せ
っ

か
く
の
楽
し
い
気
分
も
ど
こ
へ
や
ら
で
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
不
愉
快
な
思
い
を
し
た

あ
な
た
自
身
は
、
つ
い
う
っ
か
り
と
空
き
缶
、

空
き
ピ
ン
を
捨
て
て
し
ま
っ
た
と
い
う
覚
え

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
二
度
く
ら
い
．
二

つ
だ
け
■
…
：
。
こ
う
し
て
投
げ
捨
て
ら
れ

た
空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
が
あ
な
た
の
街
を
汚

し
、
自
然
を
損
な
い
、
回
収
に
は
多
く
の
動

力
を
要
し
、
．
空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
公
芦

と
ま
で
い
わ
れ
る
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
心
し
た
い
も

の
で
す
。

頃末南が優勝

中学女子バレーボール大会

ト
ス
／
　
ス
パ
イ
ク
／
　
会
場
内
は
少
女

た
ち
の
元
気
な
声
が
こ
だ
ま
し
ま
す
。

永
い
梅
雨
も
明
け
、
夏
の
日
射
Ｌ
が
照
り

つ
け
る
七
月
二
十
七
日
、
町
民
体
育
館
に
町

内
か
ら
十
三
チ
ー
ム
の
中
学
女
子
が
集
ま
り

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
場
内
は
選
手
た
ち
の
気
迫
の
入
っ
た
プ

レ
ー
で
、
熱
気
ム
ン
ム
ン
。
父
母
や
地
区
の

盛
ん
な
応
援
を
受
け
、
流
れ
る
汗
を
ぬ
ぐ
う

こ
と
も
わ
す
れ
、
懸
命
に
白
球
を
追
っ
て
い

ま
し
た
。
試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
。

▽
優
勝
頃
宋
南
　
▽
準
優
勝
　
お
か
の
台

県
民
水
泳
大
会
に

2
7
人
が
出
場

郡
民
水
泳
大
会
（
地
区
予
選
）
が
七
月
二

十
日
、
岡
垣
東
中
学
校
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
、

上
位
入
賞
し
た
選
手
が
八
月
十
七
日
、
大
牟

田
市
の
延
命
プ
ー
ル
で
開
か
れ
る
県
民
体
育

大
会
水
泳
競
技
に
出
場
し
ま
す
。

今
年
は
遠
賀
郡
代
表
と
し
て
五
十
五
人
が

出
場
し
ま
す
が
、
そ
の
内
の
二
十
七
人
が
水

巻
町
か
ら
の
選
手
で
す
。

〔
水
巻
町
か
ら
の
出
場
者
〕

▽
森
本
宏
大
（
頃
宋
ス
ポ
少
）
▽
藤
本
優
ニ

（
机
ス
ポ
少
）
▽
宮
崎
義
仲
（
頃
宋
ス
ポ
少
）

▽
永
渕
允
（
猪
熊
ス
ポ
少
）
▽
渡
辺
博
（
頃

宋
ス
ポ
少
）
▽
岩
崎
剛
（
猪
熊
ス
ポ
少
）
▽

大
場
了
（
猪
熊
ス
ポ
少
）
▽
政
時
借
利
（

同
）
▽
前
田
正
樹
（
同
）
▽
原
田
清
次
（
水

中
）
▽
足
立
栄
三
郎
（
同
）
▽
遠
坂
裕
（
机
ス

ポ
少
）
▽
坂
井
健
太
郎
（
水
巻
ク
ラ
ブ
）
▽
花

本
剛
（
水
中
）
▽
山
下
政
二
（
成
人
）
▽
山

本
道
泰
（
成
人
）
▽
高
橋
純
江
（
机
ス
ポ
少
）

▽
行
正
明
代
（
同
）
▽
田
中
美
由
貴
（
水

中
）
▽
山
形
美
和
（
猪
熊
ス
ポ
少
）
▽
渡
部

宮
子
（
同
）
▽
岳
藤
千
住
（
机
ス
ポ
少
）
▽

森
田
き
よ
（
水
巻
ク
ラ
ブ
）
▽
大
場
愛
（
水

中
）
▽
池
田
麻
衣
子
（
同
）
▽
池
田
聖
子
（

同
）
▽
田
中
さ
お
り
（
水
巻
ク
ラ
ブ
）

都
大
会
新
記
録
に
5
人

▽
原
田
清
次
（
5
0
鵬
バ
タ
）
▽
遠
坂
裕
（
1
0
0

椚
自
由
）
▽
森
田
き
よ
（
5
0
椚
バ
タ
）
▽
池

田
聖
子
（
1
0
0
刑
背
泳
）
▽
田
中
さ
お
り
（
1
0
0

桝
自
由
）
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児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届

を
忘
れ
ず
に

八
月
は
、
『
児
童
扶
養
手
当
』
の
現
況
届

を
握
出
す
る
月
で
す
。

児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
七

月
分
ま
で
の
手
当
を
受
け
取
ら
れ
た
ら
、
す

ぐ
に
「
征
書
（
手
帳
）
」
と
「
印
鑑
」
を
持
参

の
う
え
役
場
生
嚢
に
捷
出
し
て
下
さ
い
。

こ
の
届
が
連
れ
ま
す
と
八
月
分
以
降
、
資

格
が
あ
っ
て
も
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
八
月
三
十
日
ま
で
に
捏
出

し
て
下
さ
い
。

い
よ
う
こ
注
意
く
だ
さ
い
。

次
の
日
程
で
受
付
を
行
い
ま
す
。

▽
日
時
　
8
月
1
1
日
、
8
月
1
2
日

午
前
9
時
～
年
後
4
時

▽
場
所
　
1
1
日
＝
役
歩
一
〇
一
大
金
軍

は
日
＝
役
場
国
保
年
金
係

▽
持
っ
て
来
る
も
の

①
福
祉
年
金
証
書

愈
印
鑑
（
年
金
受
給
に
使
う
も
の
）

⑧
公
的
年
金
受
給
者
は
、
そ
の
証
書

年
金
額
引
き
上
げ
分
は

八

月

期

分

で

支

給

年
金
額
が
四
月
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し

た
の
で
、
四
月
か
ら
七
月
分
の
差
額
を
「
国

民
年
金
特
別
証
書
」
で
支
払
わ
れ
ま
す
。
八

月
期
分
を
受
け
取
る
と
き
は
、
住
金
証
書
と

「
国
民
空
荷
別
証
書
」
、
「
印
鑑
」
を
持

参
し
て
郵
便
局
で
受
け
取
っ
て
下
さ
い
。

中
底
帰
国
庵
の
方
へ

生
活
歳
愛
を
練
患

冊ＩｌⅢ刷

福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、
八
月
支

払
分
の
年
金
を
受
け
ら
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
「

年
金
証
書
」
を
役
場
に
捷
出
し
て
下
さ
い
。

も
し
、
提
出
し
ま
せ
ん
と
、
次
回
か
ら
の
年

金
が
受
け
取
れ
ま
せ
ん
の
で
、
お
忘
れ
の
な

中
国
か
ら
帰
国
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
生
酒
の

こ
と
で
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
　
次
の
と
お

り
生
活
相
談
室
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

㊥
第
2
日
曜
日
〔
1
3
時
～
1
7
時
〕

日
杢
迄
友
好
セ
ン
タ
ー
（
北
九
州
市

小
倉
北
区
下
到
津
五
丁
目
・
渡
辺
薬
局

二
階
　
℡
五
六
一
－
二
九
九
）

㊥
第
－
日
曜
日
〔
1
0
時
～
1
4
時
〕

公
晃
中
央
公
民
館
内
日
本
請
研
修
教

室
（
北
九
州
市
小
倉
北
区
大
門
一
丁
目

六
の
四
三
　
番
五
七
一
－
二
七
一
二
）

肺
ガ
ン
検
診
呈
遥
吾
れ
る
万
は
、
受
診

日
七
日
前
よ
り
族
を
取
り
ま
す
の
で
容
器
を

取
り
に
来
て
下
さ
い
。

▽
日
時
　
8
月
6
日
（
土
）

午
前
8
時
3
0
分
～
午
前
1
1
時

▽
場
所
　
猪
熊
公
民
館

▽
検
診
内
容
　
【
一
次
検
診
】
検
尿
、

血
圧
測
定
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
【
樺
密

検
診
】
血
液
検
査
（
貧
血
、
血
糖
、
肝

機
能
、
血
液
型
、
線
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

中
性
脂
肪
）
、
心
電
図
検
査
、
肺
ガ
ン

検
査
（
希
望
者
の
み
）

▽
料
金
　
〇
一
次
検
診
は
無
料
　
○
精
密

検
診
、
肺
ガ
ン
検
診
、
胃
ガ
ン
検
診

は
、
そ
れ
ぞ
れ
五
百
円
の
個
人
負
担
で

す
。
（
但
し
、
七
〇
歳
以
上
の
方
、
生

洒
保
健
恒
帯
、
非
革
帯
は
無
料
で

す
）

▽
申
込
み
方
法

健
康
対
帯
課
ま
で
電
話
で
申
込
ん
で
下

さ
い
。
定
見
は
百
名
、
肺
ガ
ン
は
2
0
名
。

に
一
年
以
Ｌ
癒
し
て
い
る
者

⑧
福
岡
県
内
の
同
一
住
所
に
、
一
年
以

上
居
住
し
て
い
る
者
…
：
な
ど
。

生
活
資
金

▽
貸
付
限
度
額
　
短
期
3
0
万
円
（
償
還
は
3
6

カ
月
以
内
）
、
長
期
8
0
万
円
（
同
6
0
カ

月
以
内
）
此
花
利
均
等
月
瞳
慣
遺

▽
貸
付
利
率
　
年
六
・
九
六
パ
ー
セ
ン
ト

賃
金
遅
払
資
金

▽
貸
付
限
度
額
毎
月
這
期
的
に
支
払
わ
れ

る
貸
金
の
一
カ
月
分
相
当
額
（
償
還
は

6
カ
月
以
内
）
＝
利
自
箭
払
、
元
金
期

日
一
括
償
還
又
は
元
利
分
数
肌
還

▽
貸
付
利
率
年
六
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト

※
辞
し
い
こ
と
の
お
尋
ね
は
福
岡
県
北
九
州

労
働
福
祉
事
務
所
八
幡
駐
在
（
八
幡
西
区
則

松
　
竺
ハ
〇
一
－
九
〇
五
二
）
ま
で
。

小
倉
南
圧
に

薗
立
短
大
が
開
校

宅
地
漣
物
取
引

主
任
轟
裔
格
試
験

福
岡
県
労
働
者
借
用
基
金
協
会
で
は
、
中

小
企
業
に
働
く
方
を
対
象
に
、
樟
帯
資
金
等

の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象
　
①
福
岡
県
内
に
事
業
所
の
あ
る
中

小
企
業
常
用
従
業
負
数
3
百
人
以
下
）

▽
試
験
日
時
　
1
0
月
1
9
日
（
日
）

午
後
1
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

▽
試
験
会
場
　
九
州
産
業
大
学

▽
受
験
資
格
次
の
い
ず
れ
か
に
骸
当
す
れ

ば
受
験
で
き
ま
す
。

日
章
政
卒
業
者
は
宅
地
渾
物
の
取
引

に
関
し
こ
年
以
姦
験
者
…
な
ど

∇
受
付
期
間
　
9
月
1
日
～
9
月
5
日

▽
受
付
場
所
県
建
築
管
理
課
誼
等
係
又
は

北
九
州
圭
豊
義
所
建
築
課

▽
用
紙
配
布
受
験
案
内
書
及
び
受
験
願
書

は
八
月
十
一
日
か
ら
受
付
場
所
で
お
渡

し
い
た
し
ま
す
。

近
年
の
科
学
技
術
の
急
速
な
発
展
に
対
応

す
る
た
め
、
幅
広
い
知
識
、
高
度
な
技
術
お

よ
び
技
能
鼻
腐
え
た
人
材
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
国
立
の
短
大
「
北
九
州
職
業

訓
練
短
期
大
学
校
」
が
、
小
倉
南
区
志
井
に

来
年
四
月
に
関
野
さ
れ
ま
す
。

学
生
募
集
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
募
集
科
目
　
電
孟
憲
科
、
電
子
科
、
運

輸
機
械
科
、
情
報
処
理
科
、
建
設
科
情

報
印
刷
料
、
造
形
デ
ザ
イ
ン
科

▽
応
募
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

（
来
年
三
月
卒
業
見
込
み
の
者
を
含

む
）
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者
。
い
ず
れ

の
科
も
男
女
間
い
ま
せ
ん
。

▽
願
書
受
付
　
6
2
年
1
月
1
2
日
～
2
月
5
日

※
群
細
に
つ
い
て
の
お
尋
ね
は
開
投
準
備
室

（
宙
九
四
一
1
三
〇
八
三
）
ま
で
。

愛
　
の
　
鱈
　
も
　
の

香
典
返
し
と
し
て
次
の
万
々
か
ら
蓋

祉
畢
至
だ
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▽
伊
左
座
　
故
・
谷
口
勝
美
殿

谷
口
英
子
殿

▽
青
田
二
　
故
・
浅
田
義
治
　
殿

浅
田
慈
智
子
殿



（5）広呵戯臨斎嘉　…ｌⅢ…Ⅲ冊冊冊…ⅢⅢⅢｌ…ｌⅢｌⅢ…ⅢⅢⅢ　昭和61年8月10日　ⅢⅢⅢ

健
康
づ
く
り

体
験
発
表
を
募
集

▽
募
集
内
容
　
地
域
・
グ
ル
ー
プ
・
団
体
・

学
校
等
で
行
わ
れ
て
い
る
健
康
つ
く
り

実
践
活
動
の
体
験
発
表
。

▽
応
募
方
法
　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
程

度
に
ま
と
め
、
団
体
名
、
代
表
者
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
発
表
作
品
題
名
、

発
表
者
名
を
記
入
し
、
福
岡
県
衛
生
部

医
療
対
策
課
内
「
健
康
教
育
推
進
協
議

会
事
務
局
」
あ
て
送
付
く
だ
さ
い
。

▽
締
切
り
日
　
8
月
3
0
日
（
土
）
ま
で

忘
国際障害者年
シンボルマーク

障
望
署
本
人
又
は
家
族
の
万
な
ど
が
日
頃

か
ら
考
え
て
い
る
障
害
者
問
題
に
関
す
る
意

見
や
体
験
等
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
　
川
私
が
今
、
思
う
こ
と

∽
と
も
だ
ち
　
㈹
夢

▽
字
数
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
障
害
種

別
記
入
の
事
。
ボ
ー
ル
ペ
ン
又
は
萬
年

筆
及
び
点
字
に
限
り
ま
す
。

▽
応
募
資
格
．
県
内
居
住
の
障
害
児
者
及
び

そ
の
家
族
の
万
に
限
り
ま
す
。

▽
締
切
り
目
　
9
月
5
日
ま
で

▽
応
募
先
及
び
問
合
せ
先

福
岡
県
民
生
部
障
害
福
祉
課
（
宙
〇
九

二
－
六
四
一
－
四
七
六
一
）

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
、
新
し
い
年
金

制
度
を
県
民
の
み
な
さ
ん
に
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
福
岡
県
国

民
年
金
課
で
は
「
標
語
」
を
募
集
中
で
す
。

▽
標
語
の
内
容
　
「
国
民
年
金
」
ま
た
は
「

基
礎
年
金
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
。

▽
応
募
方
法
　
①
官
製
ハ
ガ
キ
一
枚
に
3
点

以
内
で
、
枚
数
に
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん

⑧
任
所
、
氏
名
、
年
齢
を
記
入
の
こ
と

▽
送
り
先
福
岡
県
民
生
部
国
民
年
金
課
（

福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七
番
七
号
）

▽
締
切
り
　
9
月
⊥
0
日
ま
で

▽
受
験
資
格
　
盾
和
3
8
年
4
月
2
日
か
ら
昭

和
4
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

▽
受
付
期
間
　
9
月
ュ
0
日
～
9
月
1
9
日

▽
試
験
区
分
①
一
般
事
務
㊥
電
気
④

機
械
④
土
木
　
⑧
建
築

▽
一
次
試
験
　
1
0
月
ュ
9
日
（
日
）

▽
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
防
衛
施
設
局
総
務
課
人
事
係
（
千

八
一
二
　
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二

丁
目
十
番
七
号
　
宙
〇
九
二
－
四
七
二

1
二
三
≡
）

▽
受
付
期
間
　
9
月
1
日
～
9
月
ュ
3
日

▽
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
（

〒
八
一
二
　
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
七

番
七
号
・
県
庁
内
　
宙
〇
九
ニ
ー
六
四

一
－
三
八
八
三
）
ま
で
。

▽
受
験
資
格
　
盾
和
3
8
年
4
月
2
日
か
ら
盾

和
4
4
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

▽
受
付
期
間
　
8
月
2
2
日
～
9
月
4
日

※
詳
し
い
こ
と
は
、
福
岡
入
国
管
理
局
線

務
課
（
千
八
一
二
　
福
岡
市
博
多
区
沖
浜

町
一
番
二
二
号
　
宙
〇
九
二
－
二
八
一
1

七
四
三
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▽
試
験
区
分
　
【
中
級
】
行
政
事
務
7
5
人
、

学
校
事
務
1
0
人
、
警
察
事
務
5
人
、
栄

養
士
5
人
　
【
初
級
】
一
般
事
務
3
0
人

学
校
事
務
5
人
、
警
察
事
務
5
人
、
土

木
、
廃
業
土
木
、
林
業
（
い
ず
れ
も
若

干
人
）

▽
受
験
資
格
　
【
中
級
】
紹
3
6
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
4
2
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
。
た
だ
し
、
栄
養
士
は
栄
養
士

の
免
許
を
有
す
る
者
又
は
来
年
5
月
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
者
。
【
初
級
】
紹

和
3
8
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
4
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。
た
だ
し
、

大
学
に
お
け
る
在
学
期
間
が
2
年
を
超

え
る
者
を
除
く
。

▽
対
象
児
　
二
歳
以
上
四
歳
未
満
の
幼
児

▽
実
施
方
法
・
第
一
期
の
接
種
皿
一
遍
闇

か
ら
八
週
間
の
間
隔
で
、
三
回
接
種
で

第
一
期
完
了
・
第
二
期
の
接
秤
＝
第

一
期
終
了
後
、
一
年
か
ら
一
年
半
経
過

▽
予
防
接
種
の
日
程

【
一
回
目
】
　
9
月
3
月
（
水
）

【
二
回
目
】
　
9
月
2
5
日
（
木
）

【
三
回
目
】
　
⊥
1
月
6
日
（
木
）

【
追
加
日
】
　
⊥
Ｔ
月
2
8
日
（
金
）

○
受
付
時
間

午
後
1
時
5
0
分
～
午
後
2
時
3
0
分

○
接
種
場
所

役
場
一
〇
一
大
会
議
室
（
一
階
）

ピ
ン
・
カ
ン
類
を
再
利
用
す
る
た
め
の
企

業
、
㈲
九
州
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
で
は

次
の
と
お
り
パ
ー
ト
職
負
を
募
集
し
ま
す
。

▽
職
種
ビ
ン
・
カ
ン
類
の
選
別
係
員

▽
資
格
　
⊥
8
歳
以
上
4
0
歳
ま
で
の
女
子

▽
給
与
時
給
　
四
百
五
十
円

▽
勤
務
　
午
前
9
時
か
ら
午
後
1
時
ま
で

日
・
祭
日
休
み
、
送
迎
あ
り

※
こ
希
望
の
万
は
、
8
月
⊥
1
日
か
ら
⊥
8
日
ま

で
に
同
社
（
岡
垣
町
大
字
黒
山
九
四
一
⑪

二
八
二
－
一
五
三
五
）
に
履
歴
書
を
お
送

り
下
さ
い
。

無
線
掃
垂
の
改
葬

▽
所
在
地
　
宮
崎
県
北
諦
県
郡
高
城
町
大
字

稀
満
坊
⊥
8
番
地
「
梅
樹
院
基
地
Ｌ

Ｏ
届
出
先
　
高
城
町
役
場
福
祉
課
（
魯
〇
九

八
六
－
五
八
－
二
三
一
一
）

○
届
出
期
限
　
盾
和
6
1
年
8
月
2
3
日
ま
で

▽
採
用
人
員
約
百
人
（
北
九
州
地
区
七
十

人
、
南
九
州
地
区
三
十
人
）

▽
裏
間
　
9
月
1
日
～
ュ
0
日

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
お
近

く
の
郵
便
局
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

役場業務の休み

役場業務とｉ欠の施設は盆

休みのためｉ欠のとおり休ま

せていただきます。

8月14日、15日

なお、住民課、税務課、

健康対策課、水道課は通

常どおり業務を行います。



男

　

一

　

代

「
船
か
ら
お
か
へ
」

若
松
港
の
決
闘
で
男
と
な
っ
た
要
平
は
、
そ
の
後
、
吉

田
磯
吾
の
援
助
も
あ
っ
て
数
隻
の
川
船
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
ま
た
久
保
田
民
吾
の
口
き
き
に
よ
っ
て
頃
末
炭
坑
の

定
約
船
に
も
な
っ
た
。
と
き
に
日
露
戦
争
の
始
ま
る
以
前

の
こ
と
、
石
炭
景
気
は
日
増
し
に
よ
く
な
り
、
こ
れ
に
よ

っ
て
要
平
は
同
じ
村
の
梶
山
サ
ヨ
と
結
婚
し
て
翌
年
に
家

を
新
築
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
す
で
に
大
陸
で
は
ロ
シ
ャ
と
の
戦
争
は
さ

こ
え
ノ
ｈ
′

負
い
、
柳
行
李
を
持
っ
て
関
釜
連
絡
船
の
人
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
玄
海
灘
の
沖
ノ
島
近
く
で
、
陸
軍
輸
送
船
の

ひ

た

ち

常
陸
丸
が
ロ
シ
ャ
艦
隊
に
撃
沈
さ
れ
て
、
将
兵
一
千
名
が

船
と
運
命
を
共
に
し
た
直
後
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
釜
山

港
へ
着
い
た
の
は
一
カ
月
後
で
あ
っ
た
。

元
山
で
は
現
地
人
の
指
導
と
監
督
に
あ
た
っ
た
が
、
海

船
は
川
船
と
勝
手
が
違
う
う
え
に
言
葉
が
通
ぜ
ず
、
そ
れ

で
も
ど
う
に
か
任
務
を
果
す
こ
と
は
で
き
た
。
と
こ
ろ
が

帰
国
の
た
め
に
釜
山
へ
き
て
み
る
と
、
戦
争
は
二
百
三
高

地
の
激
戦
中
と
あ
っ
て
、
物
資
輸
送
と
戦
傷
者
の
帰
還
で

乗
る
船
は
な
く
、
そ
こ
で
二
カ
月
間
足
ど
め
き
れ
て
し
ま

け
ら
れ
な
い
情
勢
で
、
年
が
明
け
た

三
十
七
年
二
月
、
つ
い
に
日
本
は
ロ

シ
ャ
へ
宣
戦
を
布
告
し
た
。
た
だ
ち

に
郷
土
の
十
二
師
団
へ
動
員
令
が
く

た
い
せ
ん

だ
り
、
ま
た
筑
豊
鮨
船
組
合
（
筑
豊

五
郡
の
川
船
で
結
成
し
た
石
炭
輸
送

組
合
）
に
は
元
山
港
（
朝
鮮
半
島
北

部
日
本
海
側
）
行
き
の
徴
用
令
が
発

令
さ
れ
た
。
そ
の
目
的
は
、
元
山
の

水
輿
湾
内
に
浮
ぶ
虎
島
の
砲
台
築
造

で
、
そ
こ
へ
お
も
に
石
材
を
船
輸
送

す
る
こ
と
か
ら
、
軍
で
は
石
（
石
炭
）

を
荷
役
す
る
川
筋
船
頭
へ
目
を
つ
け

た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
組
合
で
は
、

気
骨
の
あ
る
船
頭
十
数
人
を
選
ん
で

こ
れ
に
あ
て
た
が
、
要
平
も
そ
の
一

人
で
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
の
出
で
立
ち
は
、
着
物

の
尻
を
か
ら
げ
た
股
引
き
姿
、
腰
に

予
備
ワ
ラ
ジ
を
さ
げ
て
煙
草
入
れ

を
さ
し
、
背
に
は
日
本
刀
を
斜
め
に

三　好　炭　鉱　高　尾　坑　（明治41年4月当時）

（今の遠賀信用金庫付近から高尾団地へ向けての撮影）中央のレールはエンド

レス、その左の家は三好徳松本宅。左端は赤水川で今と同じ位匿。

っ
た
。そ

の
間
、
仕
事
は
な
し
バ
ク

チ
で
明
け
暮
れ
の
毎
日
、
さ
て

乗
船
す
る
段
に
な
る
と
、
要
平

ふ
と
こ
ろ

の
懐
は
勝
っ
た
札
束
で
背
中
ま

で
ふ
く
ら
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
船

の
中
で
ま
た
バ
ク
チ
が
始
ま
り
、

悪
銭
身
に
つ
か
ず
の
た
と
え
の

如
く
、
下
関
へ
つ
い
た
と
き
今

度
は
要
平
が
負
け
て
無
一
文
。

よ
う
や
く
仲
間
か
ら
汽
車
賃
と

弁
当
代
を
借
り
て
帰
っ
た
も
の

の
、
妻
子
へ
の
土
産
も
な
く
、

な
ん
の
た
め
に
一
年
間
、
遠
い

朝
鮮
ま
で
働
き
に
行
っ
た
の
や

ら
…
…
。
思
う
に
人
の
一
生
に

は
、
こ
の
よ
う
な
無
駄
が
つ
い

て
回
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
戦
争
が
お
わ
る
と
、
石

炭
景
気
は
潮
の
ひ
く
よ
う
に
後

退
し
て
い
っ
た
。
な
か
で
も
、

そ
の
影
響
を
も
ろ
に
か
ぶ
っ
た
の
は
川
船
船
頚
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
不
況
で
石
炭
輸
送
が
少
な
く
な
っ
た
の
に
加
え
て
、

輸
送
を
鉄
道
に
う
ば
わ
れ
た
の
で
、
そ
の
低
落
は
日
を
追

っ
て
激
し
く
な
っ
て
い
っ
た
。
た
と
え
ば
明
治
三
十
一
年

に
鉄
道
輸
送
は
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
の
が
、
同
四

十
一
年
に
は
八
十
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
り
、
し
か
も
、
そ

の
年
に
香
月
線
と
室
木
線
が
関
通
し
た
の
で
、
川
船
輸
送

は
さ
ら
に
減
少
し
て
い
っ
た
。

こ
の
な
か
に
あ
っ
て
水
巻
村
で
は
明
治
三
十
七
年
九
月
、

頃
末
炭
坑
を
三
好
徳
松
が
日
収
し
て
名
を
三
好
炭
鉱
と
改

め
て
、
設
備
の
更
新
に
と
り
か
か
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て

出
炭
量
は
増
大
し
て
坑
口
か
ら
の
馬
車
輸
送
で
は
間
に
あ

わ
な
く
な
り
、
同
四
十
年
に
高
尾
坑
と
曲
川
積
場
（
延
長

一
千
四
百
四
十
メ
ー
ト
ル
）
を
、
エ
ン
ド
レ
ス
（
レ
ー
ル

上
で
ワ
イ
ヤ
ー
を
循
還
し
、
こ
れ
に
炭
草
を
連
結
し
て
運

搬
す
る
装
置
）
に
取
り
替
え
て
輸
送
の
合
理
化
を
は
か
っ

た
。そ

の
た
め
に
要
平
は
、
三
好
炭
鉱
と
の
定
的
船
を
増
加

す
べ
く
、
こ
れ
を
磯
吉
へ
話
し
た
と
こ
ろ
、

「
要
平
、
お
前
も
わ
か
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
若
松
の

岸
壁
を
み
る
が
よ
い
。
石
炭
は
貨
車
か
ら
直
接
貨
物
船
へ

積
み
込
ま
れ
て
い
る
。
早
晩
、
石
炭
輸
送
は
鉄
道
が
と
っ

て
か
わ
る
と
き
が
く
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
せ
ず
に
、

今
か
ら
船
疎
を
や
め
る
こ
と
を
考
え
た
が
よ
い
で
は
な
い

か
」見

聞
の
広
い
吉
田
磯
吉
の
こ
と
、
今
で
い
う
産
業
構
造

の
改
革
が
進
ん
で
い
る
の
を
、
要
平
は
知
ら
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
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